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Redmine???



Redmine
課題管理や情報共有が行える、 
プロジェクト運営を支援するオープンソースソフトウェア

バグ管理
計画と進捗の管理
顧客サポートの管理
サーバ運用記録　　　etc…

Ruby on Rails



MyRedmine

Redmineのクラウドサービス



ファーエンドテクノロジーでは、 
Redmine本体の改善活動に 
積極的に取り組んでいます。



昨年のOSC shimaneでもRedmineへの貢献の話をしてました



こんな感じで



最初は「OSSへの貢献って…無理！」って思っていたし、



英語とか色々不安な点もあったけど



やってみたら案外なんとかなったって話をしました



そこから”1年”Redmineへパッチを 
送る活動を続けてきた



(私の)Redmine改善活動の流れ



①Redmine開発プロジェクトのチケットから 
着手する作業を決める



②機能追加・バグ修正などのパッチを書く



②機能追加・バグ修正などのパッチを書く

テストもちゃんと書く

・テスト無しの場合、マージされにくい 
・テストの無いパッチにテストを追加するのも 
　大きな貢献



Redmineのテストカバレッジ(網羅率)は結構高い
テストがあることにより、 
現在もRuby on Railsのバージョンアップに  
追従できている

テスト大事！



③パッチを投稿



④フィードバックがあれば対応

このバグを解決するためのパッチを 
書きました！

テストがあった方が良いと思います。

テストを書き忘れていました。 
修正したパッチを添付しました。



⑤コミットされる



　　開発者 (私)

　　  コミッター(社長)





昨年OSCで話してからの 
1年間



昨年話した時点で 
投稿していたパッチは4,5件



60件くらいのチケットにパッチを送った

昨年話した時点で 
投稿していたパッチは4,5件

この1年で



送ったパッチが承認されると、 
こんな感じでコミットされる



今の時点で、 
コミットログには43回くらい名前が載ってます



コミットログに名前が載ると、 
なにやらすごいことをやったように見えますが、 
中にはこんな小さなバグ修正も…



こんなほんの少しの変更ですが、 
Redmineを少しだけ使いやすくできているはず…



Redmineの開発に関わる中で…



OSSへの貢献 == コーディング作業？



OSSへの貢献 == コーディング作業？

OSSへの貢献 contains コーディング作業



①Redmine開発プロジェクトのチケットから 
着手する作業を決める



そもそもバグの存在を知らなければ 
どんなに凄腕でもバグを直すことはできない

バグ



・バグを報告する 
・この機能が欲しい！を共有する 
・Redmineを利用するための知見を共有する 

・Redmineを布教する 

・etc…



OSSへの貢献の形って、 
たくさんある



Redmineの開発への参加を通して、 

オープンソースソフトウェアを 
利用するとき、 
このソフトウェアも多くの貢献により 
作られているんだな、と感じるように 
 
感謝！！！！！！



最後に



好きなオープンソースソフトウェアがある人は、 
・利用した際の情報を公開してみる 
・欲しい機能や、バグについて報告してみる  
・周りの人にそのソフトウェアを進めてみる 
などといったことをして、 
利用者から貢献者になってみませんか？ 
 
楽しいですよ！



おまけ


